
 

2025年度学校評価シート 

認定こども園松山聖ルカ幼稚園 

 

Ⅰ自己評価 

１．幼稚園の教育目標 

 

 

 

 

 

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

 

 

 

３．評価項目の達成及び取り組み状況 

評価項目 
結果

（＊） 
結果の理由 

園内外の様々な環境を季節に応じて 

取り入れる 
A 

田植え、芋ほり、遠足などの行事や季節の環境を取り入

れた遊びなどの活動ができた 

自然に関わる遊びや活動に関する 

園内研修を行う 
B 

園庭改修についての話し合いができたが、研修時間の確

保や全員での共有が難しい面があった 

教育時間内と保育時間内の情報共有 

を図る 
A 

全員で共有することが時間的に困難だが、定期的に会議

を設けたり、申し送り方法についての工夫ができた 

 

４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

結果（＊） 結果の理由 

A 

様々なシフト勤務があり、全員そろっての情報共有が難しい面があったが、園庭改修や情

報共有方法について会議や話し合いの機会を作り、また LINE 等を使用して工夫しながら

取り組むことができた 

  

                         〇結果（＊）について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 十分達成されている 

Ｂ 達成されている 

Ｃ 取り組まれているが、成果が十分でない 

Ｄ 取り組みが不十分である 

・キリスト教の愛の精神を基礎に、神と人を愛し感謝する子どもを育成する 

・友だちとの遊びを通して、子供の持つ心豊かな可能性を広げる 

・基本的生活習慣や決まりを守る子供を育成する 

 

 

・幼児の主体的な学びを保障するための環境の整備を行う 

・教育時間と預かり保育・保育時間の一体的な展開を図る 

 



 

５，保護者アンケートの結果 

 

 

 

 

A：十分達成できている  B:概ね達成できている  C:不十分である 

 

６．今後取り組むべき課題 

課  題 具体的な取り組み方法 

安全対策 不審者対応などの避難訓練の実施や、園舎内外の安全点検を行う 

保護者との連携、対応 
連絡帳やアプリの活用や対面での機会を作り、小さなことでも共有できるよう

にする 

職員の資質向上 
園内外での研修に積極的に参加し、内容を職員間で共有する 

シフトを交代したりして、園児の一日の様子を全職員が知るようにする 

 

Ⅱ学校関係者評価 

 １、自己評価の結果は適切であったか 

 

 

 

 

２、自己評価の結果を踏まえ設定した今後取り組むべき課題は適切か 

 

 

 

 

３、自己評価で設定した重点的に取り組むことが必要な目標・計画、評価項目の設定は適切か 

 

 

 

 

４、幼稚園運営の改善に向けた取り組みは適切か 

 

１，園運営について A B C 

園生活における安全対策はとられているか 74％ 26％ 0％ 

職員とお子さんについての話し合いや相談ができているか 74 26 0 

ホームページ、ブログ、動画配信などの情報提供はわかりやすいか 82 18 0 

保護者や園児のプライバシーは守られているか 88 12 0 

職員の対応はていねいであるか 92 8 0 

感染症拡大や大規模災害への対応は適切か 79 21 0 

２、保育内容について    

一人一人を理解し、大切に保育されているか 93 7 0 

発達に応じた保育や食育の取り組みがなされているか 84 16 0 

お子さんが喜んで登園しているか 90 10 0 

行事の内容・頻度は適切か 88 12 0 

認定子こども園としての現状を踏まえた適切な自己評価であった 

２０２６年度より幼保連携型へ移行することを踏まえ、今後取り組むべき課題を現実に即し適切に

設定している 

適切であり、これに基づき各課題のきめ細かな具体的な実施が期待される 

２０２６年度は幼保連携型へ移行する初年度であり、改善に向けた取り組みが一層適切になされ、

努力されている 


